参考様式１

建築基準法第12条第5項の規定による報告書（建築物）
	　　　　　　年　　　月　　　日

大分県知事　/　建築主事　　殿　　　　　　　　　　　　　　　
建築基準法第12条第5項の規定により報告します。
この報告書及び添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　

	調査者氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　 
【調査年月日】　　　　　　年　　　月　　　日
【資格】（　　　　　）建築士（　　　　　　）登録第（　　　　　　　　　　　）号
【建築士事務所名】（　　　　　　　）建築士事務所（　　　　　）登録第（　　　　　　　　）号

【所在地】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【TEL】

	1 建築主
	【氏名】

【住所】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【TEL】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

	2 設計者
	【資格】（　　　　　）建築士（　　　　　　）登録第（　　　　　　　　　　　）号
【氏名】
【建築士事務所名】（　　　　　　　）建築士事務所（　　　　　）登録第（　　　　　　　　）号

【所在地】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【TEL】

	3 工事監理者
	【資格】（　　　　　）建築士（　　　　　　）登録第（　　　　　　　　　　　）号
【氏名】

【建築士事務所名】（　　　　　　　）建築士事務所（　　　　　）登録第（　　　　　　　　）号

【所在地】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【TEL】

	4 工事施工者
	【氏名】
【営業所名】
【建設業の許可】　（　　　　　　　）第（　　　　　　　　　　　）号

【所在地】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【TEL】

	5 敷地の地名地番
	

	6 都市計画区域
	
	7 防火地域
	

	8 その他の区域等
	
	9 用途地域
	

	10 建築物の用途
	
	11 構造・階数
	

	12 工事種別
	
	13 敷地面積
	㎡

	14 建築面積
	報告部分
	㎡
	報告以外の部分
	㎡
	合計
	㎡

	15 延べ面積
	報告部分
	㎡
	報告以外の部分
	㎡
	合計
	㎡

	16 建ぺい率
	指定
	%
	現状
	%
	17 容積率
	指定
	%
	現状
	%

	18 建築時期
	・建築年月（竣工年月）
・未完了建築物　工事着手日　　　年　　月　　日　～　工事完了予定日　　　年　　月　　日　　

	19 報告する理由


	

	　20 調査内容
	

	21 添付図書


	付近見取図・面積計算表・仕上げ表・配置図・平面図・立面図・断面図・矩計図・構造図・

構造計算書・日影図・経過説明書・調査報告書・是正計画書・写真・その他（　　　　　　　　　）

	22 備考
	

	· 受付　
	· 備　考

	
	


＜記入要領＞
1 報告者の氏名欄には、敷地若しくは建築物の所有者、管理者、占有者、建築主、設計者、建築材料等を製造した者、工事監理者、工事施工者、調査者のうち、特定行政庁若しくは建築主事から報告書（様式1）の提出を求められた者の氏名を記入して下さい。
2 調査者欄は、報告対象の建築物を調査した調査者について記入して下さい。

3 第1欄～第4欄は、報告対象の建築物（棟単位）の建築当時における各対象者について記入して下さい。
④　第6欄は、「都市計画区域内」、「都市計画区域外」の別を記入して下さい。ただし、当該敷地が都市計画区域の内外にわたる場合においては、過半の区域について記入して下さい。
⑤　第7欄は、「防火地域」、「準防火地域」、「指定のない区域」のいずれかを記入して下さい。ただし、2以上の区域にわたるときは、それぞれの区域について記入して下さい。
⑥　第8欄は、当該敷地が第6欄及び第7欄以外の区域及び地域以外の区域、地域、地区等を記入して下さい。ただし、2以上の区域、地域、地区等にわたるときは、それぞれの区域について記入して下さい。

⑦　第9欄は、当該敷地が2以上の地域にわたる場合は、敷地の過半の地域の名称を記入し、その他の地域の名称を備考欄に記入して下さい。

⑧　第10欄は、報告対象の建築物（棟単位）の用途を記入して下さい。ただし、報告対象の建築物（棟単位）の用途が、敷地単位での主要用途と異なる場合は、備考欄に敷地単位の主要用途を記入して下さい。

⑨　第11欄は、報告対象の建築物（棟単位）の構造・階数を記入して下さい。

  ⑩　第12欄は、報告対象の建築物（棟単位）について、「新築」・「増築」・「改築」・「移転」・「大規模の修繕」・「大規模の模様替え」・「用途変更」のいずれかを記入して下さい。

⑪　第13欄は、敷地全体の面積を記入して下さい。ただし、第7欄～第9欄の地域等が、2以上の地域等にわたるときは、その地域等に対応した敷地面積を備考欄に記入して下さい。

⑫　第14欄及び第15欄の「報告部分」は、報告対象の建築物（棟単位）について記入して下さい。また、「報告以外の部分」には、報告対象外の建築物（敷地単位）について記入して下さい。

⑬　第16欄の指定欄には、当該敷地に建築可能な建ぺい率（大分県建築基準法施行細則第5条の規定の緩和を含む。）を記入し、現状欄には、調査時点における当該敷地内の現状の建ぺい率を記入して下さい。
⑭　第17欄の指定欄には、当該敷地に建築可能な容積率を記入し、現状欄には、調査時点における当該敷地内の現状の容積率を記入して下さい。
⑮　第18欄は、報告対象の建築物（棟単位）の工事の期間を記入して下さい。なお、工事着手前や工事途中の場合は、予定年月日を記入して下さい。
⑯　第19欄は、報告書を提出する理由や報告に至った経緯等について記入して下さい。なお、経過説明書（任意様式）を作成する場合は、「経過説明書のとおり」と記入して下さい。
⑰　第20欄は、報告対象の建築物に適用される建築基準法関係規定（単体規定及び集団規定）について、調査した項目、法への適合状況、調査者としての意見、是正措置の必要性等について、詳細を記入して下さい。なお、調査報告書（任意様式）を作成する場合は、「調査報告書のとおり」と記入して下さい。
⑱　第21欄は、報告書に添付した図書を○で囲んで下さい。該当する図書がない場合は、その他（　　）欄にその図書の名称を記入して下さい。

⑲　調査の結果、是正措置が必要な場合は、是正計画書（様式2）を添付して下さい。また、是正措置の工事等が完了した場合には、是正完了報告書（様式3）を提出して下さい。
⑳　※印の欄は記入しないでください。

